
JP 4056601 B2 2008.3.5

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のネットワークおよび第２のネットワークを含み、移動局が第１および第２のネッ
トワークの何れか一方に接続できる通信システムにおいて、前記第１および第２のネット
ワークの内の前記移動局が現在接続されていないネットワークにおける通信を前記移動局
に通知する方法であって、前記方法は、
　前記第１および第２のネットワークの一方にキャンプオンしている前記移動局のアドレ
スおよび識別情報を記憶するステップと、
　前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されていないネットワ
ークから通信要求を受信するステップと、
　前記第１および第２のネットワークの一方にキャンプオンしている移動局の記憶された
アドレスを使って、前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続され
ているそのネットワークを介して、前記通信要求を受信したという警告を送信するステッ
プと、
　を有し、
　前記警告は、前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されてい
ないネットワークに前記通信要求があるということを前記移動局に通知し、
　前記識別情報は、前記移動局が現在、何れのネットワークにキャンプオンしているかを
示す方法。
【請求項２】
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　請求項１に記載の方法において、前記記憶するステップは、
　前記移動局が、第１および第２のネットワークの間におけるキャンプオン状態を変更し
た場合にそれを検出するステップと、
　前記移動局がキャンプオンしているネットワークにおける前記移動局のアドレスによっ
てメモリを更新するステップと、を有する方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、前記第１のネットワークが音声ネットワークであり、
前記第２のネットワークがページングネットワークである方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、前記第１のネットワークが音声ネットワークであり、
前記第２のネットワークがデータネットワークである方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法において、
　前記移動局は当初は前記第１のネットワークにキャンプオンしており、
　前記記憶するステップは、前記移動局が前記第２のネットワークにキャンプオンした後
に発生し、
　前記受信するステップは、前記第１のネットワークから通信要求を受信する方法。
【請求項６】
　請求項４に記載の方法において、前記受信するステップは、前記第２のネットワークか
ら通信要求を受信する方法。
【請求項７】
　請求項４に記載の方法において、
　前記移動局は当初は前記第２のネットワークにキャンプオンしており、
　前記記憶するステップは、前記移動局が前記第１のネットワークにキャンプオンした後
に発生し、
　前記受信するステップは、前記第１のネットワークから通信要求を受信する方法。
【請求項８】
　請求項４に記載の方法において、前記データネットワークがパケットデータネットワー
クである方法。
【請求項９】
　請求項４に記載の方法において、前記第１のネットワークが音声ネットワークであり、
前記第２のネットワークがページングネットワークである方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法において、前記警告は、前記受信した通信要求に関する情報を含
む方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、前記情報は、前記移動局が如何にして通信に接続す
るかを含む方法。
【請求項１２】
　無線音声ネットワークおよび無線データネットワークを含み、移動局が第１の制御チャ
ネルを介して前記音声ネットワークにキャンプオンすることができ、第２の制御チャネル
を介して前記データネットワークにキャンプオンすることができるが両方のネットワーク
に同時にキャンプオンすることはできない無線通信システムにおいて、前記移動局が前記
データネットワークにキャンプオンしている間に前記音声ネットワークからの通信を前記
移動局に通知する方法であって、前記方法は、
　前記移動局が前記無線データネットワークにキャンプオンしている時に前記移動局のア
ドレスを記憶するステップと、
　前記移動局に対する通信要求を前記無線音声ネットワークから受信するステップと、
　前記通信要求を前記無線音声ネットワークにおいて受信したという警告を、前記移動局
の記憶されたアドレスを使って、前記無線データネットワークを介して送信するステップ
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と、
　を有し、
　前記警告は、前記通信要求が前記無線音声ネットワークにあるということを前記移動局
に通知し、
　前記移動局は当初は前記無線音声ネットワークまたは前記無線データネットワークの何
れかにキャンプオンしている、方法。
【請求項１３】
　無線音声ネットワークおよび無線データネットワークを含み、移動局が第１の制御チャ
ネルを介して前記無線音声ネットワークにキャンプオンすることができ、第２の制御チャ
ネルを介して前記無線データネットワークにキャンプオンすることができるが両方のネッ
トワークに同時にキャンプオンすることはできない無線通信システムにおいて、前記移動
局が無線音声ネットワークにキャンプオンしている間に前記無線データネットワークから
の通信を前記移動局に通知する方法であって、前記方法は、
　前記移動局が前記無線音声ネットワークにキャンプオンしている時に前記移動局のアド
レスを記憶するステップと、
　前記移動局に対する通信要求を前記無線データネットワークから受信するステップと、
　前記通信要求を受信したという警告を、前記移動局の記憶されたアドレスを使って、前
記無線音声ネットワークを介して送信するステップと、
　を有し、
　前記警告は、前記通信要求が前記無線データネットワークにあるということを前記移動
局に通知し、
　前記移動局は、当初は前記無線音声ネットワークまたは前記無線データネットワークの
何れかにキャンプオンしている、方法。
【請求項１４】
　移動局がネットワークを変更した後に、通信要求が、１つのネットワークにしか接続で
きない前記移動局を追跡できるようにする通信システムにおいて、前記システムは、
　前記移動局が接続されているネットワークにおける前記移動局のアドレスおよび識別情
報を記憶するメモリと、
　前記移動局が接続されていないネットワークにおいて通信要求を受信する受信機と、
　前記メモリおよび前記受信機に接続され、前記通信要求を受信したことを、前記移動局
の前記アドレスおよび前記識別情報を使って、前記移動局が接続されている前記ネットワ
ークを介して、前記移動局に警告するプロセッサと、
　を有し、
　前記移動局がネットワーク状況を変更して、前記通信要求に関連するネットワークにキ
ャンプオンしたことを示す指標を受信し、
　前記識別情報は、前記移動局が現在、いずれのネットワークにキャンプオンしているか
を示す、通信システム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のシステムにおいて、前記移動局は無線音声ネットワークに接続し、
続いて無線データネットワークに変更され、前記通信要求は前記音声ネットワークによっ
て受信されるシステム。
【請求項１６】
　請求項１４に記載のシステムにおいて、前記移動局はデータネットワークに接続し、続
いて音声ネットワークに変更され、前記通信要求は前記データネットワークによって受信
されるシステム。
【請求項１７】
　無線通信システムにおいて、１個の移動局が一度に１つのネットワークに接続するよう
に制限されている場合に、前記１個の移動局が多数の無線ネットワークを介して通信でき
るようにする方法であって、
　前記移動局を、第１の無線ネットワークに関連する制御チャネルを通して前記第１の無
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線ネットワークに登録するステップと、
　前記第１の無線ネットワークにおける前記移動局のアドレスをメモリに記憶するステッ
プと、
　前記移動局を、前記第２の無線ネットワークに関連する第２の制御チャネルを通して第
２の無線ネットワークに登録するステップと、
　前記第２の無線ネットワークにおける前記移動局のアドレスをメモリに記憶するステッ
プと、
　メモリにおいて前記移動局の記憶されたアドレスを互いに関連づけるステップと、
　前記移動局が現在、いずれの無線ネットワークにキャンプオンしているかを示す識別情
報をメモリに記憶するステップと、
　前記第１の無線ネットワークを通して前記移動局との接続を確立する要求を受信するス
テップと、
　前記移動局が前記第１の無線ネットワークにキャンプオンしているかを前記識別情報を
使って検出するステップと、
　前記移動局が前記第１の無線ネットワークにキャンプオンしている場合には、前記第１
の無線ネットワークを通して前記移動局との接続を確立するステップと、
　前記移動局が前記第１の無線ネットワークにキャンプオンしていない場合には、
　前記第２の無線ネットワークにおける前記移動局の記憶されたアドレスを使って、前記
第２の無線ネットワークを介して前記移動局に警告を送信するステップと、
　前記移動局が前記第１の無線ネットワークにキャンプオンしたことを示す指標を受信す
るステップと、
　前記移動局が前記第１の無線ネットワークにキャンプオンした後に前記第１の無線ネッ
トワークを通して前記移動局との接続を確立する方法。
【請求項１８】
　第１の無線ネットワークおよび第２の無線ネットワークを含み、移動局が第１および第
２のネットワークの何れか一方に接続できる通信システムにおいて、前記第１および第２
のネットワークの内の前記移動局が現在接続されていないネットワークの通信について前
記移動局に通知する方法であって、前記方法は、
　前記第１のネットワークにおける前記移動局の第１のネットワークアドレスを記憶する
ステップと、
　前記第２のネットワークにおける前記移動局の第２のネットワークアドレスを記憶する
ステップと、
　前記第１のネットワークと前記第２のネットワークとの間のメッセージを介して、前記
第１のネットワークアドレスを前記第２のネットワークアドレスに関連づけるステップと
、
　前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されていないネットワ
ークにおいて通信要求を受信するステップと、
　前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されていないネットワ
ークから、前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されているネ
ットワークへ、通信要求トリガを送信するステップと、
　前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されているネットワー
クにおいて警告を、前記第１および第２のネットワークアドレスの内の前記移動局が接続
されているネットワークに対応する前記第１および第２のネットワークアドレスのネット
ワークアドレスを使って送信するステップと、
　を有し、
　前記警告は、前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されてい
ないネットワークにおいて前記通信要求が受信されたことを示す方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法において、
　前記第１のネットワークにおける第１の指示フラッグを記憶するステップと、
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　前記第２のネットワークにおける第２の指示フラッグを記憶するステップと、
　を更に有し、
　前記第１の指示フラッグは、前記移動局が前記第１のネットワークにキャンプオンして
いるか否かを示し、
　前記第２の指示フラッグは、前記移動局が前記第２のネットワークにキャンプオンして
いるか否かを示す方法。
【請求項２０】
　請求項１８に記載の方法において、前記警告は、前記通信要求に関する情報を含む方法
。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の方法において、前記情報は、前記移動局が如何にして前記通信要求
に反応するかを含む方法。
【請求項２２】
　請求項１８に記載の方法において、前記第１のネットワークが音声ネットワークであり
、前記第２のネットワークが音声ネットワークである方法。
【請求項２３】
　請求項１８に記載の方法において、前記第１のネットワークがパケットデータネットワ
ークであり、前記第２のネットワークがパケットデータネットワークである方法。
【請求項２４】
　請求項１８に記載の方法において、第１のネットワークが音声ネットワークであり、第
２のネットワークがパケットデータネットワークである方法。
【請求項２５】
　請求項１８に記載の方法において、第１のネットワークがパケットデータネットワーク
であり、第２のネットワークが音声ネットワークである方法。
【請求項２６】
　移動局が一度に複数の無線ネットワークの中の１つの無線ネットワークにのみキャンプ
オンすることができる通信システムにおいて、前記複数のネットワークの内の前記移動局
が現在接続されている特定のネットワークにおける移動データ中間システムを動作させて
、前記複数のネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない１つのネットワーク
における通信を前記移動局に通知する方法であって、前記方法は、
　前記特定のネットワークにおける前記移動局のネットワークアドレスを記憶するステッ
プと、
　前記複数の無線ネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない少なくとも１つ
のネットワークに、前記記憶されたネットワークアドレスを通知するステップと、
　前記複数の無線ネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない１つのネットワ
ークから通信要求トリガを受信するステップと、
　前記記憶されたネットワークアドレスを用いて、警告を前記特定のネットワークにおい
て送信するステップと、
　を有し、
　前記警告は、前記複数の無線ネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない１
つのネットワークにおいて通信要求が受信されたことを示す方法。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の方法において、
　前記特定のネットワークにおける指示フラッグを記憶するステップを更に有し、
　前記指示フラッグは、前記移動局が前記特定のネットワークにキャンプオンしているか
否かを示す方法。
【請求項２８】
　請求項２６に記載の方法において、
　前記特定のネットワークが音声ネットワークであり、
　前記複数の無線ネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない少なくとも１つ
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のネットワークがパケットデータネットワークである方法。
【請求項２９】
　請求項２６に記載の方法において、前記警告は前記通信要求に関する情報を含む方法。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の方法において、前記情報は前記移動局が如何にして前記通信要求に
反応するかを含む方法。
【請求項３１】
　移動局が一度に複数の無線ネットワークの中の１つの無線ネットワークにのみキャンプ
オンすることができる通信システムにおいて、前記複数のネットワークの内の前記移動局
が現在接続されている特定のネットワークにおける移動データ中間システムを動作させて
、前記複数のネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない１つのネットワーク
における通信を前記移動局に通知する方法であって、前記方法は、
　前記特定のネットワークにおける前記移動局のネットワークアドレスを記憶するステッ
プと、
　前記複数の無線ネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない少なくとも１つ
のネットワークに、前記記憶されたネットワークアドレスを通知するステップと、
　前記複数の無線ネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない１つのネットワ
ークから通信要求トリガを受信するステップと、
　前記記憶されたネットワークアドレスを使って前記特定のネットワークにおいて警告を
送信するステップと、
　を有し、
　前記警告は、前記複数の無線ネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない１
つのネットワークにおいて通信要求を受信したことを示す方法。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の方法において、
　前記特定のネットワークにおける前記指示フラッグを記憶するステップを更に有し、
　前記指示フラッグは、前記移動局が前記特定のネットワークにキャンプオンしているか
否かを示す方法。
【請求項３３】
　請求項３１に記載の方法において、
　前記特定のネットワークがパケットデータネットワークであり、
　前記複数の無線ネットワークの内の前記移動局が現在接続されていない少なくとも１つ
のネットワークが音声ネットワークである方法。
【請求項３４】
　請求項３１に記載の方法において、前記警告は前記通信要求に関する情報を含む方法。
【請求項３５】
　請求項３４に記載の方法において、前記情報は前記移動局が如何にして前記通信要求に
反応するかを含む方法。
【請求項３６】
　第１の無線ネットワークおよび第２の無線ネットワークを含み、移動局が制御情報を前
記第２の無線ネットワークに通信するように設定されている通信システムにおいて、前記
第１の無線ネットワークにおける待ち通信を前記移動局に通知する方法において、
　前記第１のネットワークにおける前記移動局の第１のネットワークアドレスを記憶する
ステップと、
　前記第２の無線ネットワークと通信するように設定されている前記移動局の第２のネッ
トワークアドレスを、前記第１のネットワークにおいて前記第２のネットワークから受信
するステップと、
　前記第１のネットワークにおいて、前記移動局に対する待ち通信を受信するステップと
、
　前記第１のネットワークにおいて、前記第１および第２のネットワークアドレスを関連
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づけるステップと、
　前記第１のネットワークから前記第２のネットワークへ要求を送信して、前記移動局の
、関連づけられた第２のネットワークアドレスに対して警告メッセージを送信するステッ
プと、
　を有し、
　前記警告メッセージは、前記第１のネットワークにおいて前記移動局に対する待ち通信
が受信されたことを示す方法。
【請求項３７】
　請求項３６に記載の方法において、
　前記第１のネットワークにおける指示フラッグを記憶するステップを更に有し、
　前記指示フラッグは、前記移動局が制御情報を前記第１のネットワークに通信するよう
に設定されているかを示す方法。
【請求項３８】
　請求項３６に記載の方法において、前記要求は前記第１のネットワークにおける待ち通
信に関する情報を含む方法。
【請求項３９】
　請求項３８に記載の方法において、前記情報は前記移動局が如何にして待ち通信に反応
するかを含む方法。
【請求項４０】
　請求項３６に記載の方法において、前記第１のネットワークが音声ネットワークであり
、前記第２のネットワークが音声ネットワークである方法。
【請求項４１】
　請求項３６に記載の方法において、前記第１のネットワークがパケットデータネットワ
ークであり、前記第２のネットワークがパケットデータネットワークである方法。
【請求項４２】
　請求項３６に記載の方法において、前記第１のネットワークが音声ネットワークであり
、前記第２のネットワークがパケットデータネットワークである方法。
【請求項４３】
　請求項３６に記載の方法において、前記第１のネットワークがパケットデータネットワ
ークであり、前記第２のネットワークが音声ネットワークである方法。
【請求項４４】
　移動交換局に接続され、移動局のＩＰアドレスの少なくとも１つと、前記移動局への音
声通信をルーティングするのに使用される識別情報の少なくとも１つとを格納するデータ
ベースであって、
　前記音声通信をルーティングするのに使用される識別情報から前記ＩＰアドレスへの変
換を行う際に前記移動交換局によりアクセスされデータの検索が行われるデータベース。
【請求項４５】
　請求項４４に記載のデータベースにおいて、
　前記識別情報は、移動識別番号であることを特徴とするデータベース。
【請求項４６】
　移動交換局と移動データ中間局とに接続され、移動局のＩＰアドレスの少なくとも１つ
と、前記移動局への音声通信をルーティングするのに使用される識別情報の少なくとも１
つとを格納するデータベースであって、
　前記ＩＰアドレスから前記音声通信をルーティングするのに使用される識別情報への変
換を行う際に前記移動データ中間局によりアクセスされデータの検索が行われるデータベ
ース。
【請求項４７】
　請求項４６に記載のデータベースにおいて、
　前記識別情報は、移動識別番号であることを特徴とするデータベース。
【請求項４８】
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　移動局のＩＰアドレスの少なくとも１つと、前記移動局への音声通信をルーティングす
るのに使用される識別情報の少なくとも１つとを含むデータを格納するデータベースと、
　前記データベースに接続され、前記データベースにアクセスしてデータを検索すること
により、前記音声通信をルーティングするのに使用される識別情報を前記ＩＰアドレスに
変換する移動交換局と、
　を含むシステム。
【請求項４９】
　請求項４８に記載のシステムにおいて、
　前記識別情報は、移動識別番号であることを特徴とするシステム。
【請求項５０】
　移動局のＩＰアドレスの少なくとも１つと、前記移動局への音声通信をルーティングす
るのに使用される識別情報の少なくとも１つとを含むデータを格納するデータベースと、
　前記データベースに接続された移動交換局と、
　前記データベースに接続され、前記データベースにアクセスしてデータを検索すること
により、前記ＩＰアドレスを、前記音声通信をルーティングするのに使用される識別情報
に変換する移動データ中間局と、
　を含むシステム。
【請求項５１】
　請求項５０に記載のシステムにおいて、
　前記識別情報は、移動識別番号であることを特徴とするシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、第一ネットワークに接続される移動局に対して、その移動局に対する通信要求
が第二ネットワーク上に発生したことを知らせる方法およびシステムに関する。特に、本
発明は、どのネットワークに移動局が接続されているかを追跡し、次に、アドレス情報を
変換しさらに他のネットワークの通信に関する警告メッセージをその移動局に伝達する方
法およびシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
無線通信の分野においては、ＩＳ－１３６と呼ばれる標準に従って移動端末装置が提供さ
れることは公知である。その標準によれば、移動端末は、少なくとも二つの異なるネット
ワークと通信を実行する機能を有することができる。ひとつのネットワークは標準音声ネ
ットワークであり、一方、他のネットワークはパケットデータネットワークであり、一般
に、ＣＤＰＤ（セルラーディジタルパケットデータ）と呼ばれる。
【０００３】
公知の通信構成の例を、図１に示す。移動局（ＭＳ）１０は、音声ネットワーク１００お
よびパケットネットワーク１５０の二つのネットワークの内いずれかひとつによって通信
することができる。音声ネットワーク１００においては、移動局１０は、移動局が位置す
るセルによって、複数の基地局（１０２ａから１０２ｎまで）の内のいずれかひとつと通
信することができる。基地局は移動交換局（ＭＳＣ）１０１に接続され、移動交換局は無
線通信に対する交換を制御する。ＭＳＣ１０１は、一般加入電話網（ＰＳＴＮ）に接続す
ることができる。通常、移動局の利用者が局に戻ると、そのことは移動局がその中に位置
するセルを受け持つ基地局を通じ、ＭＳＣ１０１に自動的に登録される。移動局は、この
登録を基地局に関連するディジタル制御チャネル（ＤＣＣＨ）を通じて実行する。
【０００４】
移動局１０は、パケットデータ通信も行うことができる。パケットデータ通信は、パケッ
トネットワーク１５０によって取り扱われる。パケットは要素１５１によって記号として
表され、移動データ中間システムすなわち移動ゲートウェイ（ＭＤＩＳ）１５２によって
受け取られ、移動データ中間システムは、本質においてパケットデータネットワークにお
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いてＭＳＣ１０１に相当するものである。移動データ中間システム１５２は、その移動局
が移動データ基地局（ＭＤＢＳ）の受け持つセル内にあるときは、無線送信を移動局１０
に送ることができるＭＤＢＳ１５３のような複数の移動データ基地局と通信することがで
きる。移動局がパケットデータ通信に加入する目的で登録することを希望するときは、移
動局は、ＭＤＢＳ１５３に関連するパケット制御チャネル（ＰＣＣＨ）によって登録を実
行する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
現在では、これらの二つのネットワーク、すなわち音声ネットワークおよびパケットネッ
トワークのアーキテクチャが異なるので、インタフェースの共通性が欠如している。その
結果、移動局１０は、二つのネットワークの内のひとつに対する制御チャネルに「キャン
プオン」して（陣取って）いるときに、（すなわち、移動局が、制御チャネルのひとつに
関する基地局に制御情報を伝達、またはその基地局から情報を受け取るように設定される
ときに）、移動局は他のネットワークからいかなる情報も受け取ることができない。たと
えば、移動局１０がディジタル制御チャネルにキャンプオンされるときは、公知のネット
ワーク構成によってパケットデータ送信または通信を移動局１０に提供する試みは不可能
である。パケット制御チャネルによって移動局１０に信号を送る方法は全くなく、それは
移動局はディジタル制御チャネルにロックまたはキャンプオンされているためである。同
様に、移動局が、パケットデータ通信を予期して、パケットネットワーク、すなわちパケ
ット制御チャネルにキャンプオンされるときは、音声ネットワークによる通信のいかなる
通知も受け取ることができない。
【０００６】
移動局がひとつのネットワークにアクティブなとき、およびキャンプオンされているとき
に、移動局が通信することができる他のネットワーク上の通信の通知を受け取ることがで
きるシステムが提供されることが望ましい。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、音声ネットワークの移動交換局とパケットデータネットワークの移動デ
ータ中間システムとは、メモリを経由して間接にまたは直接に互いに通信することができ
る。直接または間接の通信が作動することによって、移動局がキャンプオンされているネ
ットワークからの移動局アドレス情報が代替のネットワークに提供される。そこで、代替
ネットワークは、移動局に対する通信要求を受け取ると、移動局がキャンプオンされてい
るネットワークを通じて移動局に対する要求を生成し、代替ネットワークに待ち通信が存
在することを移動局に知らせる。この警告または通知は、代替ネットワークによって直接
に生成されることが可能であり、代替ネットワークは、アドレス変換機構を使用して移動
局がキャンプオンされているネットワーク上の移動局のアドレスを識別し、移動局がキャ
ンプオンされているネットワークに対する適切なメッセージを作成することができる。
【０００８】
代替方法としては、通信要求を受け取るネットワークが、移動局がキャンプオンされてい
るネットワークに通信要求トリガを送り、その通信要求トリガを受領したネットワークが
移動局に対する適切なアドレスおよびメッセージを生成することができる。
【０００９】
本発明によれば、移動局は、移動局が登録されているがキャンプオンされていない単数ま
たは複数のネットワーク（すなわち、移動局の身元は明らかであり、移動局が対象区域に
あるネットワーク）から通信要求の通知を受け取ることができる。
【００１０】
　また、本発明のある態様は、第１のネットワークおよび第２のネットワークを含み、移
動局が第１および第２のネットワークの何れか一方に接続できる通信システムにおいて、
前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されていないネットワー
クにおける通信を前記移動局に通知する方法であって、前記方法は、前記第１および第２
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のネットワークの一方にキャンプオンしている前記移動局のアドレスおよび識別情報を記
憶するステップと、前記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続され
ていないネットワークから通信要求を受信するステップと、前記第１および第２のネット
ワークの一方にキャンプオンしている移動局の記憶されたアドレスを使って、前記第１お
よび第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されているそのネットワークを介し
て、前記通信要求を受信したという警告を送信するステップと、を有し、前記警告は、前
記第１および第２のネットワークの内の前記移動局が現在接続されていないネットワーク
に前記通信要求があるということを前記移動局に通知し、前記識別情報は、前記移動局が
現在、何れのネットワークにキャンプオンしているかを示すことを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図２は、本発明のひとつの実施形態を示す図である。基地局（ＢＳ）１０２、移動データ
基地局（ＭＤＢＳ）１５３、および移動局（ＭＳ）１０は、図１に示した同じ要素に対応
する。図２の実施形態によれば、移動交換局（ＭＳＣ）２０１および移動データ中間シス
テムすなわちゲートウェイ（ＭＤＩＳ）２５２は、両方ともデータベース２２０に接続さ
れる。また、この二つの要素は互いに接続される。
【００１２】
現在では、実際の設置においてはＭＳＣと移動データ中間システムとは同じ部類の要素で
あることは知られている。本発明によって、これらの二つの要素が、今回初めて、互いに
接続され、その結果、データ送信に関する要求は互いを通じて通信され、移動局の機能が
強化され、保留通信要求の通知ができるようになる。データベース２２０は、図３に一例
を示すアドレス変換テーブルを記憶することができる。変換テーブルは、移動局の移動識
別番号（ＭＩＮ）を移動局に関連するＩＰ（インタネットプロトコル）アドレスと関連さ
せる。図２に示す実施形態は、図４に示す処理に従って操作することができる。
【００１３】
公知の登録手順によれば、移動局が起動されると直ちに、移動局がその中に位置するセル
のディジタル制御チャネルに登録される。ディジタル制御チャネルに登録後、次に、移動
局はステップ４０２においてパケット制御チャネルに登録される。次に、ステップ４０３
に示すように、利用者の通信に関する選択によって、移動局はディジタル制御チャネルま
たはパケット制御チャネルのいずれかにキャンプオンされる。キャンプオン後、ステップ
４０４において、そのセルに対するビジタ位置レジスタ（ＶＬＲ）は、移動局の制御チャ
ネル選択について通知される。その結果、ビジタ位置レジスタは、移動局がキャンプオン
されているそのネットワークを識別する情報を、たとえば、フラグとして、記憶する。
【００１４】
音声通信に対する要求が送られるときは、音声通信要求がＭＳＣ２０１に到達し、ステッ
プ４１０において、ＭＳＣ２０１は、どのネットワークに移動局がキャンプオンされてい
るかについてビジタ位置レジスタを検査する。移動局がディジタル制御チャネルにキャン
プオンされているときは、次に、ステップ４１１において、ＭＳＣは音声通信が正規であ
るとして処理する。しかし、ＭＳＣが、ビジタ位置レジスタについて検査した結果、移動
局はパケットネットワークのパケット制御チャネルにキャンプオンされていると決定した
ときは、処理が異なる。そのときは、ステップ４１２において、ＭＳＣは、データベース
２２０に記憶されるアドレス変換テーブルにアクセスすることによって、移動局の移動識
別番号をＩＰアドレスに変換する。その後、ステップ４１３において、ＭＳＣは、移動デ
ータ中間システムに要求を送り、移動局１０に対する適切なＩＰアドレスに警告を送らせ
る。ひとつの実行できる実施形態においては、ＭＳＣのみがＩＰアドレスと共にトリガを
送り、移動データ中間システムがパケットデータ信号を生成しパケット制御チャネルによ
って移動局１０に送信する。代替方法としては、ＭＳＣ２０１が、ＩＰアドレスデータを
取り、それ自体のパケットメッセージを構成し、それによってパケット通信要求を代替し
、その要求を移動データ中間システムに送信し、その場合、移動データ中間システムは装
置全体が単にパスとして作用する。
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【００１５】
移動局が音声ネットワークから通信要求の通知を受け取ると、移動局は、ディジタル制御
チャネルにキャンプオンすること、または通信要求に応答せずに引き続きパケット制御チ
ャネルにキャンプオンすることのいずれかをを選ぶことができる。
【００１６】
パケット通信に対する要求が受け取られたときに、移動データ中間システムにおいて、類
似した操作が実行される。移動データ中間システムは、移動局がキャンプオンされている
ネットワークの決定についてビジタ位置レジスタを検査することができる。移動局１０が
パケット制御チャネルにキャンプオンされているときは、移動データ中間システム２５２
はパケット通信に対する要求を通常の様式によって処理する。しかし、移動局１０がディ
ジタル制御チャネルにキャンプオンされているときは、ステップ４２２において、移動デ
ータ中間システム２５２はデータベース２２０にアクセスしＩＰアドレスを移動識別番号
に変換することができる。次に、ステップ４３３において、移動データ中間システムは、
警告を適切な移動識別番号に送ることをＭＳＣ２０１に要求する。前述したように、移動
データ中間システムのみがトリガをＭＳＣ２０１に伝送し、次いで、ＭＳＣ２０１が信号
送信を開始し、ディジタル制御チャネル経由で、移動局１０に通知することができる。代
替方法としては、移動データ中間システム２５２が、ＰＳＴＮから受け取る音声通信要求
のような音声通信要求を、適切な移動識別番号を使用して複製することを試みることがで
きる。
【００１７】
本発明によれば、音声ネットワークおよびパケットデータネットワークは互いに通信し、
その通信は、移動局がキャンプオンされていないネットワーク上において移動局を待つ通
信があることを、これらのネットワークによって通信移動局１０に通知することができる
ような方法によって行われる。
【００１８】
図４に関して記載する実施形態においては、移動局は、最初にディジタル制御チャネルに
登録され、次いでパケット制御チャネルに登録されることが記載されている。登録順序は
逆にすることができる。
【００１９】
さらに、図２に示す実施形態においては、ＭＳＣと移動データ中間システムとは別々のデ
ータベースにアクセスすることができる。別の代替方法が存在する。たとえば、データベ
ースはＭＳＣまたは移動データ中間システムのいずれかであることができるが、他のネッ
トワークの同等物に直接に接続することはできない。または、代替方法として、ＭＳＣお
よび移動データ中間システムは、それぞれそれ専用のアドレス変換テーブルを保全するこ
とができる。このような状況においては、ＭＳＣおよび移動データ中間システムは、登録
処理の間に互いに通信する必要があり、これによって、移動局に関する適切なネットワー
クアドレスが互いに通知され、ＭＳＣおよび移動データ中間システムは当然、相互に関係
があることが保証される。
【００２０】
さらに、以上、本発明を音声／パケットデータネットワークの観点から述べた。本発明は
、たとえば、音声およびページングネットワークのような異なる操作モードの別個のネッ
トワークと通信することができるいかなる多モード局に対しても適用できる。このように
、本発明によれば、音声ネットワークおよびパケットデータネットワークのような多数の
ネットワークと通信することができる移動局は、移動局が他のネットワークのひとつにキ
ャンプオンされている間に、ネットワークのひとつからの通信要求の存在の通知を受け取
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　移動局が通信することができる音声ネットワークおよびデータネットワークの
公知のネットワーク構成を示す図である。
【図２】　本発明の第一実施形態を示す図である。
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【図３】　図２の実施形態に関連して有用であるアドレス変換テーブルを示す図である。
【図４】　本発明の実施形態の実行に関連する処理の流れを示す図である。
【符号の説明】
１０　移動局、１００　音声ネットワーク、１０１、２０１　移動交換局（ＭＳＣ）、１
０２ａ～ｎ　基地局、１５０　パケットネットワーク、１５１　パケット、１５２、２５
２　移動データ中間システム（ＭＤＩＳ）（移動ゲートウェイ）、１５３　移動データ基
地局、２２０　データベース。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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